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超高時間分解能３次元磁気圏MHDシミュレーションによる磁力線運動の
追跡

Tracing the motion of magnetic field line from three-dimensional global
MHD simulation with extreme-high time resolution
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数値シミュレーションから理解できる物理は、その空間グリッド・時間ステップなどの有限性に
制限される。この制限を緩和する理想的な大規模計算・解析を行うにあたっては、スーパーコン
ピュータによる高速計算・大容量ディスクへのデータ転送・高負荷の可視化解析といった一連の
作業をシームレスに接続する高速ネットワークシステムの整備が不可欠である。本研究では太陽
風によって運搬される磁力線の磁気圏内への進入過程として特に地球磁場との作用によるリコネ
クションを中心に、磁力線構造のトポロジー変化に時間解像度の違いが及ぼす影響を検証するた
めの磁気圏３次元MHDシミュレーションを行った。シミュレーションにおいてはグリッド数88
×120×120上のデータを最大で0.06秒間隔、１時間強（6~7万ステップ）に渡って出力し、その
ファイルサイズはトータルで数TBに及ぶ。この大規模なデータ環境の処理にあたって、現在
NICTで開発が進められている「宇宙天気クラウド」サービスを活用した例を紹介する。


